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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫
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　オープニングは調狛合唱団「跳鼓舞」の賑やかな太鼓と踊り。司会は世話人の浅野智子さん（富士見町在住）、通訳は調布手話通訳協会のみなさん。世話人を代表し石川康子さん（右下写真、布田在住）が「九条の会」は全国六七三四になったと紹介、三年間の「ひろば」の活動を振り返り「これからがだいじ」とあいさつ。登壇した奥平さんは、小さな花で飾った演壇で両手を前後左右に振っての大熱弁。ざっくばらんな調子で聴衆を魅了しました。奥平さんは「私は九条を専門に勉強しては来なかった。研究者になる頃、例えば自衛隊は違憲に決まっており九条に問題はなかったからだ」など、憲法の流れをたどりつつ「国際貢献」や「集団的自衛権」で変化が出てきた状況を語りました。
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　そして「九条が専門でない私が『九条の会』のよびかけに加わったのはいま出されている問題は九条の解釈や理論ではなく、極度に政治的なものであり、人間の問題であり、文化の問題だと考えたため。向こうから政治的なボールが飛んできた。これを蹴り返さなければならないと考えた」と強調しました。


　奥平さんは、「九条の会はすごく個性的な会で、ルーズに、それぞれが必要なことをやろうといってやっているが、運動は全国に広がり、運動の側が主導権を取れる状況が生まれつつある」と語りました。「どこか風向きが変わり、安倍政権を自己崩壊させた。運動からは文化、人間、人種、差別など全ての問題が出てきた」と話しました。
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　調布「憲法ひろば」の結成三周年記念集会（第二九回例会）を、十月二十七日（土）午後六時半から、たづくり「くすのきホール」で開きました。台風二〇号が接近、調布一帯は激しい嵐。それでも、一八〇人が参加、「九条の会」のよびかけ人の一人、奥平康弘さん（左右の写真、国領町在住、東大名誉教授）の「憲法九条を確保することの意義」と題した講演に耳を傾けました。








E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html








�





　奥平さんは「九条を守ることは日本の文化を守るということ。運動で相手に改憲の旗を降ろさせ、その企図をつぶせたら、日本の歴史で初めて、民衆が自分たちの運命、文化の在り方を初めて決めることになる。しかもいま、僕たちの方がそのペースを取れる状況にある。それが『九条の会』の活動で学んだことです」と結びました。


　休憩後は質問票に答え、「福田政権の誕生で改憲は凍結された感じだが、その間に『九条の会』を超えた力を政治勢力としてどうつくるかが重要。自民党は給油法案を出したが民主党も国連決議さえあれば武力行使もできるような議論を出している」と話しました。


　討論の最後に、来年五月、幕張で開く「九条世界会議」の事務局の松村真澄さんが紹介されフロアからあいさつ。「九条は既に世界のもの」と会議への協力をよびかけました。


　最後に「ねがい」を全員合唱（写真右中）して集会を閉じました。　　


　　　　 （丸山重威）
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